




















































規、昭和 53 年 9 月）をまとめた。ご参照いただければ幸甚に存ずる次第である。
　なお、本文献目録及び解題（Ⅰ）は、富山大学教育学部紀要第 27 号（昭和 54 年３月刊）





の觀あるを憾み」、ケルシェンシュタイナー（以下、G．K．と略記）の処女作 Betrachtungen zur 












６ （一 記 者）　　ミュンヘンの強制補習學校 　内外敎育評論　　５、８　　明、44、   8






















12 竹 條 生（篠原　助市）　　第一回獨逸少年敎育及び少年研究會議
  敎育之實際　　６、５　　明、45、2
 1911 年 10 月ドレスデンで開かれた Erster Deutscher Kongreß für Jugendbildung und Jugendkundeにお








 前述（12）の会議における G．K．とガウディヒ（Hugo Gaudig, 1860-1923）との論争の報告。両
者の主張を比較して前者を「現實派」、後者を「理想派」とし、前者に左袒。


























  敎育學術界　　26、６～７＆ 27、２～７＆ 28、２　　大、２、１以降
 「近頃獨逸に於て現はれた敎育意見の中で頗る傾聴に値するものゝ一つ」として、G．K．の著
Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugend（1901） と Grundfragen der Schulorganisation （1907）
の概要を系統的に論述。
24 竹 條 生（篠原　助市）　　混沌たる第二回獨逸少年敎育會議
  敎育之實際　　７、４　　大、２、２
 1912 年 12 月ミュンヘンで開かれた Zweiter Deutscher Kongreß für Jugendbildung und Jugendkundeに
おける G．K．の講演 Die aus dem Wesen der Bildung sich ergebenden Forderungen für die Gestaltung 






































  敎育時論　　1035 ～ 36・39・41　　大、３、１以降











40 竹 條 生（篠原　助市）　　公民敎育の要義 敎育之實際　　８、10　　大、３、８
 G．K．の著 Der Begriff der staatsbürgerlichen Erziehungの第 3 版（1914）に付け加えられた一章 
Über einige wesentliche Merkmale des staatsbürgerlichen Chraktersに対するブッデ（Gerhard Budde，
1865-1944）の評論を紹介。
41 湯原　元一　　勤勞敎育論（一）、（四）、（九）　　



































 G．K．の著 Grundfragen der Schulorganisation（2.Auﬂ., 1910）所収の、チューリッヒで 1908 年 1
月 12 日に開かれたペスタロッチ（Johann Heinrich Pestalozzi, 1746‐1827）第 162 回生誕記念祭講演
Die Schule der Zukunft eine Arbeitsschule（1908）を翻訳、紹介。
53 島村　嘉一　　ケルシェンシュタイナー氏の勤勞學校論
  小學校　　19、10  　大、４、８





















　　 敎育時論　　1114 ～ 5　　大、５、３～４








 雑誌 Internationale Monatsschrift für Wissenschaft，Kunst und Technik（1915）所収の G．K．の論文
Krieg und Erziehungを要約、紹介したキール新聞 1915 年 6 月 9 日付記事の翻訳。
63 乙竹　岩造　　敎育實際家の研究 敎育之實際　　10、８　　大、５、６

















 學校敎育　　36    大、５、11
 G．K．の「公民敎育論」及び補習学校組織について簡単に紹介。
70 大 島 生　　ドクトル、ケルシェンシュタイナーの米國の友に送りし公開状
　　 學校敎育　　36    大、５、11
 雑誌Der Säemann（5.Jg.，1914）に掲載されたG．K．の0ffene Briefen an amerikanischen Freundeの抄訳。
71 千葉　命吉　　ケルシエンスタイナー氏公民敎育の目的其一、其二
　　 小學校　　22、３・６  　大、５、11・12
 G．K． の 著 Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugend（4.Auﬂ., 1909） の プ レ ス ラ ン ド 
（A.J.Pressland）による英訳 Education for Citzenship（1915）の第 2章の抄訳的紹介。
我が国におけるケルシェンシュタイナー関係文献目録及び解題
－ 324 －
72 手嶋　精一　　補習敎育に對する二三の希望 小學校　　22、４  　大、５、11
 ミュンヘンの補習学校を「一番金を使ふ學校」とし、簡単にその組織に言及。
73 川本　宇之介　　獨英二國の補習敎育 小學校　　22、４  　大、５、11
 ミュンヘンの補習学校の「目的」「敎科課程」「敎授時間、入學規定、生徒數」について詳しく紹介。
74 關屋　龍吉　　補習學校に於ける公民敎育の内容　　
　　 小學校　　22、４  　大、５、11
 ミュンヘンの補習学校を「補習敎育の模範」とし、その「公民科」の教科内容を紹介。







　　 學校敎育　　37 ～ 38　　大、５、12 ＆大、６、１
 G．K．を「其論説に於て創作喜悦の敎育上の價値を重視して居る」とし、彼の「勤勞學校」説を論評。
78 金生　喜造　　公民敎育の外部的條件 帝國敎育　　415　　大、６、２































 G．K．の著 Charakterbegriff und Charaktererziehung（1912）の第９～ 11 章の翻訳。
89 山原　三郎　　勞働的敎養の基礎としての公民敎育
　　 小學校増刊『最近思潮敎育冬季講習録』　　大、８、12










93 田制　左重　　現代勤勞主義敎育概觀（一）  敎育論叢　　７、５　　大、11、５
 G．K．の「勤勞學校」論を「現今勤勞主義の典型」の「第一」として紹介。
94 遠藤　順一　　公民敎育論 敎育學術界　　46、４　　大、12、１




























 G．K．の著 Die Seele des Erziehers und das Problem der Lehrerbildung （1921.以下 Die Seele des Erziehers

























 G．K．の著 Die Seele des Erziehersの第４章の最初の４節を抄訳。
111 　　　　　　公民敎育の権威者 公民敎育職業敎育補習敎育　　23　　大、14、１








 G．K．の著Das Grundaxiom des Bildungprozesses und seine Folgerungen für die Schulorganisation （1917.2 



























 G．K．の著 Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugendの第１章の抄訳。















126 小 川 生（小川正行）　　ケルシエンシユタイナー敎授の名誉
　　 學習研究　　６、５　　昭、２、５
 1925 年 12 月 22 日、G．K．のドイツ教育界に対する多年の功績を表彰するため、彼の「肖像を刻















 G．K．の著 Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugend（4.Auﬂ., 1909）の第 2章の抄訳。
131 入澤　宗壽　　ケルシエンシユタイナーと文化敎育學
　　 敎育思潮研究　　１、１　　昭、２、10





















136 松月　秀雄　　勤勞の敎育學的概念 文敎の朝鮮　　34    昭、３、６
 G．K．の近況、経歴、性格、「敎育學者としての系統」について述べた後、彼が 1926 年 2 月ハン































147 　　　　　　勤勞の敎育學的概念 敎育研究　　344 ～ 345　　昭、４、７
 教育研究会主催「手工工業」協議会の開催に当たり、同協議会に寄せた G．K．の論文 Der 













 G．K．の著 Theorie der Bildung（1926）における「敎科課程」論と「基礎學校（Grundschule）」低
学年の敎科課程の実例を紹介。
152 小林　澄兄　　ケルシェンシュタイネルの最近の勞作敎育思想
　　 児童敎育　　23、12 ＆ 24、１　　昭、４、12 ＆昭、５、１







 G．K．の満 75 歳の誕生日に際して、親友のシュプランガーが「ドイツ放送」において行った祝
賀講演 Georg Kerschensteiner zum 75.Geburtstag（のちに雑誌 Die Erziehung，4.Jg.，1929 に収録）の
要約的紹介。
155 金　容河　　第七十五囘の誕生日に於けるゲオルク・ケルシェンシュタイナー







 前掲 136 の G．K．の講演と前掲 154・155 のシュプランガーの祝賀講演の内容紹介を中心にして、
G．K．の人と業績について詳述。
158 水戸部　寅松　　獨逸の敎育に就いて（承前）  敎育研究　　361　　昭、5、８
 G．K．を「最も熱心なる補習敎育の主張者」「權威者」とし、ミュンヘン市の「實業補習學校」
の内部組織を紹介。
159 Y S 生　　學校の生活接近の問題―Die Erziehung.Mai 1930.―
　　 敎育研究　　361　　昭、5、８





タイナー 文敎の朝鮮　　60・63 ～ 64・66　　昭、５、８以降
















　　 學習研究　　９、13 ～ 14　　昭、５、11 ～ 12
 G．K．の著 Theorie der Bildung（1926）における「陶冶の構成的特質」についての所説を簡単に紹介。
166 槇山　榮次　　實際生活への連絡を主義とする敎育
　　 敎育論叢　　25、１　　昭、６、１
 G．K．の前掲 159・160 の論文に言及。
167 小川　正行　　訓練の根據としての習慣の養成
　　 敎育論叢　　25、１　　昭、６、１
 G．K．の著 Theorie der Bildung（1926）における「習慣の形式」についての見解を紹介。
168 津田　昌業　　低學年作業敎育實施記録 敎育論叢　　25、２　　昭、６、２
 G．K． の 著 Begriff der Arbeitsschule の 付 録（3.Auﬂ.，1917 以 後 ） Ein Organisationsbeispiel für 
Städtische Volksschulklassenの前半約３分の１の翻訳。
169 越川　彌榮　　ミユンヘン印象記 小學校　　49、12 ～ 13　　昭、６、２～３




























 G．K．の全般的な「勞作敎育」思想及び Begriff der Arbeitsschule（7． Auﬂ., 1928）と Theorie der 
Bildung（1926）における「勞作の敎育學的概念」について紹介。
178 日田　權一　　人格と個性と文化と職業 學校敎育　　217　　昭、６、６


















  學習研究　　10、11 ＆ 11、２　　昭、６、11 ＆昭、７、２









































































































 シュプランガーの前掲 201 及び 206 の追悼文の翻訳。
214 京城帝國大學敎育學研究室　　ケルシェンシュタイナーと伯林の新聞
  文敎の朝鮮　　81　　昭、７、５








 比較教育学者シュナイダー（Friedrich Schneider, 1881‐1974）が雑誌 Internationale Zeitschrift für 




 G．K．の親友フィッシァー（Aloys Fischer, 1880-1937）が雑誌 Die Arbeitsschule（46.Jg., 1932）に














 G．K．の著 Theorie der Bildung（1926）に至る思想的発展の過程を辿り、かつ「著しく哲學化さ
れたる……新しき敎育學的基礎づけ」としての Theorie der Bildungを要約、紹介。
221 海後　宗臣　　ケルシエンシユタイナーの生活と敎育思想の發展
  敎育思潮研究　　６、３　　昭、７、７
 主に G．K．の自伝 Selbstdarstellung（1926）に拠りながら、彼の生活と教育思想の発展について概説。
222 野々村　運市　　遊戯論 敎育學研究　　１、５　　昭、７、８
























 ヘッセン（Sergius Hessen，1887-1950）が雑誌 Die Erziehung（8.Jg., 1933）に書いた論文 Revolution 





 上記 228 のヘッセンの論文の要点を綴ったもの。
230 入澤　宗壽　公民敎育・職業敎育及び郷土敎育（上）（中）
  敎育學術界　　66、５～６　　昭、８、２～３










 G．K．の「敎育の生活近接問題」に関する前掲 159 の論文を引用、紹介。
234 井上　音松　　ケルシェンシュタイナーの陶冶組織論（其の一） （其の二） （其の三）
  敎育學研究　　２、６～８　　昭、８、９～ 11












 第 4章第 2節「ケルシエンシユタイナーの勞作敎育思想」、第 5章第 5節「ケルシエンシユタイナー
公民敎育思想」、第 9章第 4節「ケルシエンシユタイナーの文化敎育思想」及び第 13 章第 2節「國
家主義敎育思潮」において、彼の当該思想について概説。
239 乙竹　岩造　　敎育科學發達の展望（二） 敎育學研究　　４、５　　昭、10、８




 旧東独、ドイツ民主共和国を代表する教育学者ホーエンドルフ（Gerd Hohendorf, 1924-1993）が
雑誌 Pädagogik（9.Jg.，1954）に発表した論文 Der Begriff der staatsbürgerlichen Erziehung und der 
















































 1920 年 6 月 11 日から 6月 18 日まで開催された帝国学校会議（Reichsschulkonferenz）における「基
礎学校（Grundschule）」問題に関する G．K．の報告の大要を紹介。
252 小林　澄兄　　ケルシェンシュタイナーのこと 全人教育　　192　　昭、39、８














































































































  東北大学教育学部研究年報　　25    昭、52、３
 近代教授理論における「興味」の「教育的意味と問題点を検討する」に当たり、ヘルバルト（Johann 
Friedrich Herbart，1776 –1841）と G．K．の「教育的興味の概念」をまず考察し、ヘルバルトと 
G．K．の興味論の違いを明らかにするとともに、G．K．とデューイの興味論の類似と相違に論及。




















の一）　 富山大学教育学部紀要―A（文科系）―　　27    昭、54、３



































289 Kiyoshi NISHIKAWA（ 西 川 喜 良 ）　Sachlichkeit proposed by G.M.Kerschensteiner and 
Science of Education 甲南大学紀要理学編　　24　　昭、55、３








の二） 富山大学教育学部紀要―A（文科系）―　　28    昭、55、３
 我が国における G．K．関係文献のうち、昭和元年から昭和 54 年 10 月までに刊行された雑誌類所
載の論文・記事を発表順に整理し、かつその概要を付記。
292 渡辺　光公　　ケルシェンシュタイナーにおける性格形成と労作について













の四） 富山大学教育学部紀要―A（文科系）―　　30    昭、57、３
















































































































Osaka University of Comprehensive Children Education
Rēsumē:
Die kerschensteinerbibliograhie umfaßt den in Japan gedruckten Aufsätze, Abhandlungen, 
Monographischen Darstellungen über Georg Kerschensteiner (1854-1932) und Bücher mit 
wesenlicher Bezugnahme auf sein Werk. Diese Bibliograhie ist chronologisch nach den 
Erscheinungsjahren der Publikationen geordnet.
Wegen Raummangels befaßt sich die hier vorliegende Bibliograhie nur mit Aufsätze und 
Abhandlungen über Kerschensteiner.
